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れるとともに、安全データシート（SDS）と容器
のラベルを見比べ有害性に注意する「ラベルでア
クション」を指導している。
化学物質による労働災害について
　県内で令和元年に発生した化学物質による死
亡災害は 0件であるが、平成 30年は 2件発生し
ている。かつては粉じん（じん肺）関係、心臓病
関係を職業性疾病として重点的に取り扱っていた
が、近年、橋梁の古い塗装をはがす作業従事労働
者に集中して血中から鉛、クロム、PCB が高濃

度で検出された。新たな化学物質による健康障害
では、1,2- ジクロロプロパンが原因の胆管がん事
案、オルトトルイジン（OT）が原因の膀胱がん
事案が発生した。オルトトルイジンの事案を受け
た全国的な調査により、MOCA にも発がん性が
あることがわかった。MOCA は現在も使用され
ているため、今後、退職後に発症する事案も危惧
している。
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令和元年度�Ֆคଌఆߨश会
と　き　令和元年 12月 15 日（日）10：00 ～ 12：15

ところ　山口県医師会 6階大会議室

花粉測定のさらなる精度向上のため、毎年度、
標記講習会を開催しており、今年度も今村副会長
の開会挨拶の後、講演２題、特別講演１題並びに
花粉測定の実技講習等を行った。

講演
1.  2019 年のスΪ・ώϊΩՖคのඈࢄの·とΊ
と 2020 年のඈࢄ༧ଌ

山口県医師会常任理事　沖中　芳彦
　昨シーズンは20機関で花粉数の測定を行った。
今シーズンも同じ測定機関にご協力いただく。昨
シーズンはスギ花粉捕集総数を、県内測定機関
の平均値として、平年値（直近 10年間の平均値
2,700 個 /cm2）を上回る 3,800 個 /cm2 程度と
予測したが、花粉総数の実測値は予測をはるかに
上回る、過去最多の 6,290 個 /cm2 となった。一
方、ヒノキも、前年に 4,150 個 /cm2 という過去
最多の捕集数を記録したにもかかわらず、これま
でで2番目となる2,790個 /cm2（平年値は1,390
個 /cm2）という多くの花粉が捕集された。
　今シーズンは、11 月上旬のスギの木の観察結
果より、県内測定機関の平均値として、約 1,500
個 /cm2 というスギ花粉総数の予測値となった。
平年値が昨シーズンの大量飛散の影響により
2,970 個 /cm2 まで増加したため、平年の半分程
度の値となる。
　一方、ヒノキは、一昨年、昨年と比べると、今
シーズンの花芽は少ないように思われるが、ヒノ
キはもともと花粉数の予測が困難なため、実際の
飛散に関しては蓋を開けてみないとわからない。
　ちなみに、1,500 個 /cm2 は 1 次回帰式による
予測であるが、より相関の高い指数回帰式では、
予測数は約 1,100 個 /cm2 となった。

［報告：沖中　芳彦］

2. 春に見かける花粉
山口県医師会花粉情報委員長　日吉　正明

花粉測定の各測定施設では、顕微鏡下に各花粉
を確認し分類し、その個数をカウントして山口県
医師会事務局に FAX送信する。この４か月間に 1
種類の花粉のみの場合もあるが、数種類の花粉が
混在することもある。このため、できるだけ正確
に花粉を同定しカウントしていただくために、測
定中に出会うであろう樹木や草本の種類とその顕
微鏡下の花粉の特徴を発表した。
　観察期間は 1月初旬から４月の 4か月間だが、
スギ花粉は 1月にも小量飛散する。令和２年１
月もすでに少数飛散している。この後の寒さでス
ギの木の冬眠ができれば飛散は多くなるが、暖冬
であれば本格飛散は遅れて少なくなる可能性もあ
る。逆に雨や雪が少なければ増える。令和 2年
はどうだろうか？（図１に大まかな時期をまとめ
ている）。今後、スギ花粉飛散開始最盛期を迎え
るが、3月中旬にはスギ花粉とヒノキ花粉が同時
に観察される日も出てくる。また、地域によって
期間がずれると思うが、ハンノキ花粉も同時期に
観察される。さらに 3月終わり頃からイネ科花
粉も始まり、キク科花粉も観察されるかもしれな
い。そして４月以降になると、ブナ目のブナ、ク
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ヌギ、ネコヤナギも見逃せないし、花粉としては
マツ科のアカマツ、クロマツ、バラ科のウメ、ボ
ケ等も時期により混在し、判定に迷いをもたらす。
　このため、まず基本となるスギ、ヒノキ及びハ
ンノキの樹木の姿と花粉の元となる雄花序の姿を
スライド供覧した。各々の花粉を供覧したのち、
顕微鏡下に混在することもあるため、見分け方に
ついて供覧と説明を行った（表１）、（表2）、（表3）。

　次にスギに近いメタセコイア、そしてハンノキ
に近いブナ目のコナラ、クヌギ、クリ、シラカン
バ、ケヤキを供覧し、イネ科のカモガヤ、ハルガヤ、
エノコログサ、スズメノテッポウ、ハルガヤを供
覧、キク科のハルジオンなども供覧し、最後にサ
クラ、ウメ、ボケなどをスライドにて供覧した。
　ところで、この花粉だが、現在の分類ではスギ
とヒノキは同じマツ目のヒノキ科に分類される。
ハンノキ、白樺、ダケカンバ、ブナ、クヌギはブ
ナ目となる（表 4）。
　2016 年の東京都の詳細な調査で、東京都の
４都市で全年齢のスギ花粉の有病率は 48.8％で
あった。この調査では 30 年前の５倍に増加し
たということだった。また、耳鼻科医のWeb 調
査では、山口県は 2018 年のスギ花粉有病率は
37.8％で 20 年前と比較して 2.3 倍の増加であっ
た（グラフ 1）。私のクリニックの受診患者さん
での年齢別スギ花粉陽性率は小学生で 65％で
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ある（グラフ 2）。次に、ヒノキ花粉及びハンノ
キ花粉の同陽性率はヒノキ花粉で 40％、ハンノ
キ花粉で 11％であった（グラフ 3）。ヒノキ花粉
並びにハンノキ花粉はスギ花粉から少し遅れた年
齢で陽性率は上昇し、中学から高校生で最高だっ
た。前の全国の調査結果並びに山口県で 2019 年
の飛散が非常に多かったことと合わせると、山口
県民の約 40％の方がスギ花粉症であり、少なく
とも小学生から春に悩ましい時期が来ることにな
る。このように考えると、山口県医師会による花
粉情報提供は多くの県民の方のためでもあり、明
日の診療のための、より良い診療のための情報源
でもある。
　最後に、スギ飛散開始後の花粉速報は希望さ
れる医療機関に毎日 FAX送信も行っているので、
希望される方は遠慮なく県医師会にご連絡くださ
い。お待ちしています。

［報告：日吉　正明］

特別講演
アレルギー性結膜炎治療のダークサイド 　　　 
～花粉症患者達は不安よな。ステロイド、動きます～
　　山口県立総合医療センター眼科副部長

　内　　翔平
　内 先生は、卒後 9年目の
新進気鋭の眼科医で私も開
業医としてお世話になって
いる。まず、講演の始まり
では、「山口県で生まれ育ち
山口高校、山口大学を卒業
した地産地消医師です」とユーモラスに自己紹介
された。奥様も同業で、三人のお嬢様の子育てに
奮闘中のイクメンでもいらっしゃる。 
　ご専門は「ぶどう膜炎」で、今回の「花粉症、
アレルギー性結膜炎」とは眼炎症に対しステロイ
ドを用いる点で共通点がある。 
　まず、アレルギーとは何か。5歳の長女は手に
蚊がとまると、蚊を追い払う。これが正常免疫。
１歳の三女は手にとまった蚊をじっと見ている
だけ。これは免疫未獲得。3歳の次女は蚊がおで
こにとまると、壁に激突してゆく。“この過剰な
反応がアレルギーです”と楽しい比喩で本題がス
タート。 
　眼球の構造より、結膜は外界に接触しているた
めアレルギーを起こしやすいこと、アレルギー性
結膜炎の症状、鑑別診断、治療と講演は進み、後
半はステロイドの副作用についてとなる。頻度が
多く、かつ重篤になるまで発見されない眼科的障
害はやはり緑内障。中心視野が最後まで保たれる
ため、特に片眼障害は自覚しにくいと症例を挙げ
て解説される。進行した緑内障視野のスライドを
参加者の皆様は熱心にご覧になっておられ、きっ
と印象に残ったことと思う。また、ステロイド軟
膏での眼圧上昇は時に経験するものだが、ステロ
イド点鼻薬でも眼圧上昇の報告があるそうで、自
分も注意しようと思う。 
　今回の特別講演は、久々の眼科からの発信で
あった。さまざまな職種の参加者が興味を持って 
アレルギー性結膜炎全般とステロイドの副作用に
ついて学ぶことができ、時宜を得た素晴らしいご
講演であった。
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東部
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東部
東部
東部
中部
中部
中部
中部
中部
中部
西部
西部
西部
北部
北部
北部
北部
北部

岩 国
岩 国
柳 井
柳 井
大 島
光
防 府
防 府
山 口
山 口
山 口
小 郡
宇 部
小野田
下 関
美祢市
長 門
長 門
萩
萩

஍۠　஍Ҭ　ଌఆػ関（敬称略）

河田尚己
小林耳鼻咽喉科医院
周東総合病院
松田医院耳鼻咽喉科
さくら薬局
光市立光総合病院
ひよしクリニック
カワムラ薬局
済生会山口総合病院
為近純子
耳鼻咽喉科かめやまクリニック
小郡第一総合病院
沖中耳鼻咽喉科クリニック
山陽小野田市民病院
下関市薬剤師会
美祢市立病院
長門総合病院
綿貫耳鼻咽喉科
ナカモト薬局
堀耳鼻咽喉科医院

花粉測定の実技講習
　花粉測定の精度を高めるために、毎年、実技
講習を開催している。まず、本会花粉情報委員の
金谷浩一郎 先生がスライドを使用して、花粉測
定に際し、スギ及びヒノキの木の写真の提示、撮
影方法並びに画像データの提供について花粉測定
機関に対してお願いされた。その後、測定の経験
が浅い出席者に対して、金谷先生並びに同委員の
綿貫浩一 先生の指導によりスギ、ヒノキ等の乾
燥花粉を用いて実際にプレパラートを作成し、そ
れを顕微鏡で観察して、それぞれの花粉の特徴を
理解する作業を経験していただく実技講習を受け
ていただいた。対象者の方々は非常に熱心に学ば
れていた。
［報告：山口県医師会理事　長谷川　奈津江］

（令和２年 1月から）

自動車保険・火災保険・積立保険・交通事故傷害
保険・医師賠償責任保険・所得補償保険・傷害保険ほか

損害保険ジャパン日本興亜株式会社  代理店
共 栄 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社  代理店



令和 2年 2月 山口県医師会報 第1914 号

146

ୈ ��ճޱࢁ�県医師会ΰϧϑେ会
と　き　令和元年 11月 23 日（土・祝）

ところ　周南カントリー倶楽部
[ 報告 : 下松医師会　中村　充智 ]

　第 54回山口県医師会ゴルフ大会は、数日前に
訪れた寒波も過ぎ去り、比較的暖かくなった晴天
のもと、令和元年 11 月 23 日に 48 名の参加で
行われました。今回は周南地区では最も名門であ
る周南カントリー倶楽部で行われましたが、この
コースは高低差も比較的あり、左右に曲げた場合、
OBを免れてもかなり悪いライでのショットを強
要され、フェアウェイであっても大きな木が障害
となり自由にショットできないことが多く、初め
ての人は実力が発揮できずにスコアを崩してしま
うこともめずらしくありません。さらに翌週に女
子プロゴルフのQT（シード圏外の選手が出場枠
を争う試合）があり、グリーンが硬く速くなって
いるためグリーンの奥につけると止まらないこと
が多く、アプローチ、パターは難易度か高く非常
に苦労されたことかと思います。
　そんな中、優勝は幹事である下松医師会の井上
保 先生がしてしまいました。
　グロススコアは 91で、本人の実力を考慮する
と決して良いスコアではなかったのですが、ダブ
ルペリアのハンディに恵まれ？下松医師会長の宮
本先生の冷ややかな視線を浴びながら、優勝トロ
フィーを手にしました（本当は幹事である医師会
から優勝者が出てほしくなかったのです）。
　２位は吉南医師会の根来 清 先生、３位も吉南
医師会の三好正敬 先生でした。
　ベスグロは 80で吉南医師会の吉金秀樹 先生で
した。成績上位 10名のうち 7名が開催ゴルフ場
周辺の医師会からでてしまい、当ゴルフ場の特性
を良く知っている地元有利に働いてしまったよう
です。普段よりもスコアの悪かった遠方の先生方
も多かったかもしれませんが、懲りることなく再
びこのゴルフ場で大会が行われる際には、リベン
ジできるよう、ご参加の程よろしくお願いします。

　今回の大会は我々下松医師会中心に担当させて
いただきましたが、プレーヤーがなるべくストレ
スなく楽しんでラウンドしてもらえるようにと考
え、なるべく同じ、もしくは近隣の医師会が同組
となるようペアリングしました。
　参加賞は地元下松市の酒蔵である金分銅酒造の
大吟醸と光市の洋菓子店シェ・ヒロダンの光ロー
ルとしました。もし気に入ってもらえた品があり
ましたら、地元振興の点からもリピーターになっ
ていただけると幸いです。順位賞とニアピン等の
各賞は、各人の好みの差で商品内容に不満が出な
いようにと考え、すべて商品券としました。これ
だけの人数のコンペを運営することはめったに経
験がなく、いくらか不手際もあったと思いますが、
大会運営へのご協力、大変ありがとうございまし
た。
　次回の担当は防府医師会となりますので、来年
も多数の方々のご参加をよろしくお願いします。

成　績　表

（上位 10名）
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県医師会ΰルフେ会に༏উしてޱࢁ
下松医師会　井上　　保

　今回の山口県医師会ゴルフ大会は下松医師会
が幹事の引き受けでした。令和元年 11月 23日、
勤労感謝の日に周南カントリー倶楽部で開催され
ました。数日前まで一時雨の予報もありましたが、
当日は晴天で 11月としては暑いくらいの気候で
した。ダブルペリア方式のコンペで、最終的には
48名の参加がありました。参加賞には地元のロー
ルケーキと地酒を用意しました。
　第 1組は朝 8時からのスタートで、自分は第
2組でした。徳山医師会の浅見恭士 先生、津永
長門 先生、下松医師会の山下弘巳 副会長と一緒
でした。皆さん顔見知りで、リラックスした中、
INコース 10番からのスタートでした。次の週に
女子プロゴルフ協会のQTがある予定で、グリー
ンは固く早く仕上がっていました。皆さんアプ
ローチやパターが難しく、苦労されたと思います。
同伴の先生方も 3パットの連続でした。
　1か月前に、肩の打撲があり、本調子ではあり
ませんでしたが、ダブルボギーのあとにパーでし
のいだり、運よく 14番では 40ヤードのアプロー
チが直接カップインバーディーでした。最終ホー
ル第 1打 OB で、結局 47 打でホールアウトしま
した。後半はパーが先行しましたが、最終ホール、
ダブルボギーで 44打、合計スコアは 91でした。

結果的にはハンディーキャップをかなり多くいた
だきNET68.2 で優勝でした。
　自分の目指すゴルフはダブルボギーをあまりた
たかない、安定してパーやボギーを重ねる堅実な
スタイルですが、実際はパーもとれますが、ダブ
ルボギー以上もよくでる出入りの激しいタイプで
す。ダブルペリア方式では、そのタイプがはまっ
て優勝することもあります。前日に医師会の理
事会があり、ゴルフ大会の打ち合わせもありまし
た。宮本正樹 会長から「先生は優勝しそうだから、
ちゃんと忖度しなさい」と言われていましたが、
忖度しきれずに優勝という結果になり、宮本会長
の予言が当たってしまいました。
　個人的には、このような大きな大会で優勝者の
列に加われて大変うれしく思いますが、幹事医師
会の理事としてはおもてなしに水を差す結果で申
し訳なく思います。主に準備をしていただいた下
松医師会の宮本会長、中村充智 先生、藤井事務
長さん、お疲れ様でした。自分のゴルフ好きは一
生続くと思います。諸先生方、医師会ゴルフ大会
でまたお世話になると思いますが、その時は楽し
くラウンドさせていただければ幸いです。お祝い
の拍手、本当にありがとうございました。
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ୈ ��ճʮֶͼͳ͕Βͷ΢ΥーΩンάʯେ会
と　き　令和元年 11月 24 日（日）

ところ　講演会：萩セミナーハウス

　　　　ウォーキング：萩城付近

[ 報告 : 山口県医師国民健康保険組合常務理事　沖中　芳彦 ]

　令和元年 11 月 24 日（日）に、山口県医師国
保組合の保健事業「学びながらのウォーキング」
大会を開催した。前回のウォーキングは下関市彦
島のコースであったが、今回は萩市内にコースを
設定した。平成 18年（第 5回）にも萩市で開催
したが、前回とは少しコースを変え、より歴史を
感じてもらおうと、萩城付近をウォーキングする
こととした。
　さて、例年と同じく、山口市（総合保健会館）
に集合する方々、及び萩市に直接集合する方々の
2か所に集合場所を設置し、山口市集合者は大型
バスで目的地に向かった。
　大会では、主催者挨拶後、｢長州と会津の友好
を考える会 ｣代表でもある、（医）山本内科胃腸
科理事長の山本貞壽 先生に ｢江戸の旅人といわ
れた吉田松陰先生～長崎から青森まで～ ｣と題し
てご講演いただいた。

　講演会終了後、ウォーキング指導者として、健
康運動指導員の経歴をお持ちの恵美須勝美さん
から、ウォーキングの効用・注意事項をご説明い
ただき、入念な準備体操を行ってウォーキングス
タート。
　講演会場となった萩セミナーハウスは、国の伝
統的建造物群保存地区制度が始まった昭和 51年
（1976 年）、全国で最初の「重要伝統的建造物群
保存地区」に選定された堀内地区内にあり、ウォー
キング開始時から、その歴史的景観を堪能するこ
とができた。そして、菊ヶ浜に抜け、萩城跡内堀
を右手に見ながら石堀公園に向かった。
　公園内には石の作品が並び、その中をぐるっと
一周して昼食。当日は朝から小雨とともに強い風
が吹いていたため食事が心配であったが、大会開
始直前に雨は止み、また、公園は防風林に囲まれ
ていたため、予想外に寒くもなく、ゆったりと昼
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食をとることができた。
　食事を終え、午後のウォーキングを開始し、再
度、堀内地区に入った。
　城下町の武家屋敷及び地割が今も残り、歴史的
風致を形成している。また、あちこちの土塀越し
に見える、黄色く色付き始めた夏みかんは萩の名
産で、収穫時期が 4月中旬～ 6月頃ではあるが、
既にずっしりと大きく育っており、秋に色づく
木々の中で存在感を見せていた。
　さて、口羽家住宅、堀内鍵曲を通った後、堀
内地区を抜けて平安橋を渡り、平安古の松原に向
かった。ここからは、春であれば遊覧船で眺める
桜が名所となっている橋本川に沿って進み、平安
古鍵曲へと向かった。すぐ近くのかんきつ公園を
折り返し地点とし、久坂玄瑞誕生地を経由して堀
内地区内に戻り、春日神社に進んだ。そして、萩
博物館に隣接する第 26代内閣総理大臣の田中義
一像を見上げながら歩き進み、萩セミナーハウス

へと戻った。しっかりとクーリングダウンを行っ
て、ウォーキング大会は終了。

　これまでのウォーキング大会は、山または海沿
いのコースがほとんどであるが、今回は、ほぼ城
下町内のコースであった。狭い道を一列で歩くこ
とも多く、すれ違う車や自転車に十分気をつけな
がらのウォーキングではあったものの、旧跡、旧
宅の白壁 ･なまこ壁などの景観を含め、存分に歴
史を味わえるコースであった。
　また、前回、萩で開催したときは、午後に天気
が急変し、過去一番の土砂降りになったと聞いて
いたため、当日朝の天気ではコースの短縮等、予
定変更を心配していたが、なんとか持ちこたえた。
ほぼ曇り空ではあったものの、ウォーキングする
には快適な一日であったため、参加者には十分楽
しんでいただけたのではないかと思う。
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１　第 3回都道府県医師会長協議会の議題につ
いて
　標記協議会の議題として、「地域包括ケアでの
薬剤師による訪問服薬指導について」を提案する
ことを決定した。

２　医療保健業に対する労働時間等説明会の共催
依頼について
　山口労働局長から、標記説明会を本会及び山口
県との三者による共催にしたいとの依頼があり、
承諾することを決定した。

３　2020 年レノファ山口 FC シーズンシートの
継続契約について
　スポーツによる地域・経済の活性化、地域振興
への寄与を期待し、引き続きシーズンシートの契
約をすることを決定した。

１　医事案件調査専門委員会 (11 月 21 日）
　診療所 1件の事案について審議を行った。

（山下）

２　郡市医師会学校保健担当理事協議会 ･学校医
部会合同会議（11月 21 日）
　令和2年度中国地区学校保健 ･学校医大会の引
受け、成長曲線 ･肥満度曲線を利用した発育評価

のフローチャート、学校医の手引きの改訂、学校
医活動記録手帳の活用状況等について協議を行っ
た。（藤本）

３　地域医療構想調整会議 ･検討部会
「山口 ･防府」（11月 21 日）

「岩国」（11月 26 日）
　医療機関ごとの対応方針、国が示す「具体的対
応方針の検証に向けた議論の整理」への対応につ
いての協議の後、県から「医師確保計画」及び「外
来医療計画」（素案）についての情報提供が行わ
れた。（前川）

４　第 50回全国学校保健 ･学校医大会
（11月 23 日）

　「多様化する社会と子どもの成長～これからの
学校医の役割～」をメインテーマに埼玉県医師
会の担当で開催された。午前中は、からだ ･ここ
ろ（1）～（3）、耳鼻咽喉科、眼科の 5つの分科会、
午後は、開会式 ･表彰式に続き、「現代の子どもが 
抱える諸問題」に係るシンポジウム、郷土史研究
家の鹿島高光 氏による特別講演「渋沢栄一を育
てた環境と時代～栄一が携わった社会福祉事業と
人づくり～」が行われた。（今村、藤本、河村）

５　第 50 回全国学校保健 ･学校医大会「都道府
県医師会連絡会議」（11月 23 日）
　次期担当県を富山県医師会とすることを決定し
た後、文部科学省から最近の学校保健行政につい
て報告が行われた。（藤本）

６　第 15回在宅医療推進フォーラム
（11月 23 日）

　午前中は、シンポジウム「地域における看取り
率を検証する」のほか 11ブロックフォーラムの
報告等が、午後は国立長寿医療研究センターの荒
井秀典 理事長による基調講演「2040 年の多元的
社会に向けた地域包括ケアシステムの深化」及び

理 事 会

－第 17回－

12月 5日　午後 5時～ 7時 10 分

河村会長、今村副会長、加藤専務理事、萬・
藤本・沖中・中村・清水・前川各常任理事、白澤・
山下・伊藤・吉水・郷良・河村・長谷川各理事、
藤野・篠原・岡田各監事

協議事項

報告事項
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シンポジウム「生きがいを支える在宅医療」が行
われた。（清水）

７　健康スポーツ医学実地研修会（11月 24 日）
　川崎医療福祉大学副学長の小野寺 昇 先生によ
る特別講演「松尾芭蕉が奥の細道を歩いた時の
エネルギー代謝量について」が行われ、その後、
ウォーキングを行った。受講者 14名。（伊藤）

８　医療事故調査制度管理者･実務者セミナー「大
阪」（11月 25 日）
　①医療事故調査制度の概況、②医療事故報告に
おける判断、③当該医療機関における対応、④支
援団体 ･外部委員の役割、⑤報告書の作成につい
ての講義の後、質疑応答及び総括が行われた。

（紙面報告：林）

９　第 2回福祉サービス事業所における第三者
委員活動促進検討会（11月 26 日）
　福祉サービス事業所における第三者委員の活動
に関する事業所及び委員へのアンケート結果の説
明の後、手引き及びリーフレットの素案について
協議を行った。（今村）

10　中国地方社会保険医療協議会山口部会
（11月 27 日）

　医科では、新規 3件が承認された。（河村会長）

11　天皇陛下御即位奉祝山口県民大会
（11月 28 日）

　山口市民会館で開催された標記大会に出席し
た。（河村会長）

12　JMAT やまぐち災害医療研修会（12月 1日）
　日本医師会の標準プログラムに沿い、｢JMAT 総
論 ･ 災害医療概論 ｣ の講義、｢ 本部機能 ｣、｢ 被災
地における活動 ｣、｢ 情報の共有 ･記録 ｣の実習等
が行われた。受講者33名、オブザーバー7名。（前川）

13　第20回山口県介護保険研究大会（12月 1日）
　「地域包括ケアシステムの現状と今後の展望に
ついて」と題したシンポジウム及び社会福祉法人
佛子園の雄谷良成 理事長による特別講演「高齢
者･障害者･子どもなどすべての人々が、一人ひと
りの暮らしと生きがいを、共に創り高め合う社会
『地域共生社会』の実現～人をつなぐ。地域をつ
なぐ～」が行われた。参加者 167 名。（清水）

14　オンライン資格確認システム説明会中国ブ
ロック会議（12月 2日）
　厚生労働省保険局医療介護連携政策課保険デー
タ企画室から、医療保険のオンライン資格確認の
概要、閲覧・利用が可能となる情報とその効果及
び利用開始に向けたスケジュールについて説明が
行われた。（中村）

15　山口県社会福祉協議会第 2回地域福祉推進
委員会（12月 3日）
　第 6次福祉の輪づくり運動推進県域活動計画
の基本理念、基本目標等の素案についての協議、
子ども食堂等子どもの居場所に関する実態調査に
ついての報告等が行われた。（今村）

16　山口県報道懇話会との懇談会（12月 3日）
　藤本常任理事から「子宮頸がんワクチン接種の
勧奨について」、前川常任理事から「地域医療構
想について」の情報提供を行い、その後、意見交
換を行った。（今村）

17　日医第 7回社会保険診療報酬検討委員会
（12月 4日）

　中央情勢報告の後、諮問②「現在の診療報酬に
おける問題点とその対応」の答申について協議を
行った。（萬）

18　広報委員会（12月 5日）
　会報主要記事掲載予定（1～ 3月号）、新年特
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集号（炉辺談話）、令和 2年度の県民公開講座等
について協議を行った。（長谷川）

19　会員の入退会異動
　入会 5件、退会 5件、異動 7件。（12 月 1 日
現在会員数：1 号 1,258 名、2 号 874 名、3 号
473 名、合計 2,605 名）

1　定款検討委員会諮問事項について
　12 月 19 日開催の標記委員会に諮問する保険
料の改定及び傷病手当金の見直しについて、改定
方針等を協議し、保険料改定（案）を決定した。

1　第 18 回 ｢ 学びながらのウォーキング大会 ｣
について（11月 24 日）
　萩セミナーハウスで開催。長州と会津の友好を
考える会の山本貞壽 代表（萩市医師会・( 医 ) 山
本内科胃腸科理事長）による「江戸の旅人といわ
れた吉田松陰先生～長崎から青森まで～」と題し
た講演後、萩城跡内堀などを約７㎞ウォーキング
した。参加者 64名。（清水）

2　組合会議員定数について
　令和元年 12月 1日現在の甲種組合員数で算出
した次期組合会議員の定数は 31名で、現定数と
変更がないことを報告。（沖中）

１　山口県人事委員会勧告に伴う本会職員給与等
の改定について
　県職員の給与改定に準じ、給料月額の若年層で
の引上げ、賞与の年間 0.1 月分の引上げを決定し
た。

２　地域保健対策の充実に関する市町要望につい
て
　地域保健対策の実施主体である市町に対し、周
産期医療対策推進、HPV ワクチン接種の勧奨等
について、文書で要望することを決定した。

３　第 15回医療関係団体新年互礼会について
　令和 2年 1月 4日（土）に開催する互礼会の
次第、役職員の担当等について協議を行った。

１　都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会
（12月 5日）

　日本医師会医師賠償責任保険の運営に関する経
過報告等が行われた。（林）

２　第 3回健康教育委員会（12月 5日）
　今年度の健康教育テキスト『「アルコール依
存」～あなたの飲み方大丈夫？～』の完成を確認
するとともに、来年度のテーマを「花粉症」に決
定した。（藤本）

医師国保理事会　－第 13回－

協議事項

報告事項

－第 18 回－

12月 19 日　午後 5時～ 6時

河村会長、林・今村両副会長、加藤専務理事、
萬・藤本・沖中・中村・清水・前川各常任理事、
白澤・山下・伊藤・吉水・郷良・河村・長谷川
各理事、藤野・篠原・岡田各監事

協議事項

報告事項
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３　地域医療構想調整会議 ･検討部会
｢長門 ｣（12 月 5日）

　　　　　　　　　｢萩 ｣（12 月 17 日）
　医療機関ごとの対応方針、国が示す「具体的対
応方針の検証に向けた議論の整理」への対応につ
いての協議の後、県から「医師確保計画」及び「外
来医療計画」（素案）についての情報提供が行わ
れた。（前川）

４　国民医療を守るための総決起大会
（12月 6日）

　憲政記念館講堂で開催された標記大会に出席し
た。（今村）

５　日医家族計画 ･母体保護法指導者講習会
（12月 7日 )

　「母体保護法指定医師が知っておくべき法律知
識－よく寄せられる質問 ･疑問に答えます－」を
テーマにシンポジウム及び討議が行われた。

（藤野）

６　日医女性医師支援担当者連絡会（12月 8日）
　大学（大分大学、帝京大学）、学会（日本腎臓
学会、日本核医学会）、都道府県医師会（神奈川県、
山口県）から女性医師支援に関する取組みについ
て発表が行われ、意見交換を行った。（長谷川）

７　学校医研修会、学校医部会総会、予防接種医
研修会、学校心臓検診精密検査医療機関研修会

（12月 8日）
　学校医研修会では、光市立光井小学校の植田
恵子 教諭による「通級指導からみた不登校支援」
及び（医）テレサ会西川医院発達診療部部長／発
達障害研究センターセンター長の林 隆 先生によ
る「発達障害と不登校支援」、予防接種医研修会
では、下関市立市民病院小児科部長の河野祥二 
先生による「予防接種をされるすべての先生方へ
－令和元年に知っておきたい事－」、学校心臓検

診精密検査医療機関研修会では、県医師会学校心
臓検診検討委員会委員長の砂川博史 先生による
「一次の所見から何を精査する？～一次検診の要
点と精査機関で求められるもの～」と題する講演
が行われた。学校医部会総会では平成 30年度事
業報告及び令和元年度事業計画案が説明され、承
認された。（河村）

８　社会保険診療報酬支払基金山口支部幹事会
（12月 11 日）

　役員選任の認可、令和元年度台風 19号に伴う
被災医療機関等の概算請求状況等について報告が
された。（河村会長）

９　山口県災害医療関係者連絡調整会議
（12月 12 日）

　平成 30年度から令和 2年度までの災害医療施
策に関する県の説明の後、令和 3年度以降の新
たな災害医療施策について協議を行った。（前川）

10　個別指導（12月 12 日）
　病院 1機関について行われ、立ち会った。（萬）

11　勤務医部会第 3回企画委員会（12月 12 日）
　座談会のテーマ、市民公開講座及び総会・シン
ポジウムの開催予定等について協議を行った。

（中村）

12　勤務医部会座談会（12月 12 日）
　「医師の働き方改革」をテーマとして、①医療
従事者の合意形成の下での業務の移管や共同化、
②労働時間管理の適正化、③上手な医療のかか
り方の周知について、8名の出席者で意見交換を
行った。（中村）

13　主治医意見書の書き方講習会（12月 13 日）
　（医）社団成蹊会岡田病院において標記講習会
を開催した。受講者 16名。（吉水）
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14　産業医研修会（12月 14 日）
　山口大学医学部附属病院の小笠博義 診療教授
による「ロコモと職場における転倒予防」及び山
口労働局労働基準部健康安全課の末廣高明 課長
による「最近の労働衛生行政について」の 2題
の特別講演が行われた。（中村）

15　花粉測定講習会（12月 15 日）
　沖中常任理事による「2019 年のスギ ･ヒノキ
花粉の飛散のまとめと 2020 年の飛散予測」、日
吉正明 花粉情報委員長による「春に見かける花
粉」、山口県立総合医療センター眼科副部長の
内 翔平 先生による「アレルギー性結膜炎治療の
ダークサイド～花粉症患者達は不安よな。ステロ
イド、動きます～」の講演後、金谷浩一郎、綿貫
浩一 各委員による花粉測定の実技講習が行われ
た。（長谷川）

16　第 2回花粉情報委員会（12月 15 日）
　令和 2年の花粉情報システムについて協議を
行った。（長谷川）

17　山口大学第 61回学長選考会議（12月 16 日）
　学長の業務執行状況を評価するため、学長によ
る自己評価書の説明及び学長選考会議からの質疑
が行われた。（今村）

18　山口大学第 92回経営協議会（12月 16 日）
　役員報酬決定規則の改正、就業規則の一部改正、
令和元年度補正予算編成等について審議した後、
平成 30年度に係る業務の実績に関する評価の結
果等について報告を受けた。（今村）

19　日本医師会監事会（12月 17 日）
　会計の収支報告と医師年金の報告を受けた。

（河村会長）

20　日本医師会第 9回理事会（12月 17 日）
　令和元年度都道府県医師会医療関係者担当理事
連絡協議会開催、「日本医師会 JMAT 研修」研修
会指定及び修了証交付等について協議を行った。

（河村会長）

21　日本医師会台風被害による被災医療機関等
に対する支援について
　今年度の台風による被災医療機関に対する支援
金が、会員分及び医師会分を合わせ、5,557,000
円となった。（加藤）

１　定款検討委員会答申について
　定款等検討委員会に諮問した「令和 3 年度山
口県医師会費の賦課方法」及び「令和 3年度役
員等の報酬」については、いずれも前年度のとお
りで適切である旨の答申が出され協議、承認され
た。

２　令和 2年度予算編成の基本方針・日程につ
いて
　組織強化及び県民に寄り添う施策の充実を図る
ものとなるよう、予算編成の基本方針と日程につ
いて協議を行った。

－第 19回－

1月 9日　午後 5時 5分～ 6時 45 分

河村会長、今村副会長、加藤専務理事、萬・
藤本・沖中・中村・清水・前川各常任理事、
白澤・山下・伊藤・吉水・郷良・河村・長谷川
各理事、藤野・篠原・岡田各監事

協議事項
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３　第 2回郡市医師会長会議について
　2月 20 日開催予定の標記会議の次第及び提出
議題について協議を行った。

４　山口県医療保険関係団体連絡協議会の議題に
ついて
　標記協議会への提出議題の内容について協議を
行った。

５　医師の副業 ･兼業と地域医療に関する日本医
師会緊急調査について
　標記調査に対する回答の内容について協議を
行った。

６　診療報酬改定説明会の開催日程等について
　令和 2年度診療報酬改定に伴う説明会を県内
７か所で実施することとし、日程、会場及び説明
者を決定した。

１　献血推進ポスター ･作文及び薬物乱用防止ポ
スター ･標語表彰式 ･発表会（12月 19 日）
　献血推進ポスター ･作文の部及び薬物乱用防止
ポスター ･標語の部において、それぞれ最優秀 1
点、優秀 2点、佳作 3点の表彰が行われ、献血
推進協議会長として表彰状の授与を行った。

（河村会長）

２　定款等検討委員会（12月 19 日）
　「令和 3年度山口県医師会費の賦課方法」「令
和 3年度役員等の報酬」の諮問事項について審
議を行った。（加藤）

３　医事案件調査専門委員会（12月 19 日）
　病院、診療所各 1件の事案について審議を行っ
た。（中村）

４　成育支援セミナー  ～家庭看護力を学ぼう～
（12月 22 日）

　午前中は「子育て中の親が悩むこと、不安に思
うこと」、「周産期の親が悩むこと～周南市での周
産期支援の実際も含めて」の講演 2題、グルー
プ討議及び日本小児科医会家庭看護力醸成セミ
ナーの報告が行われた。午後はグループ討議の発
表、全体討議及び「伝える、伝わる　小児医療～
保護者に伝えてほしい内容と伝え方～」の講演が
行われた。（河村）

５　SFTS 市民公開セミナー（12月 22 日）
　山口県立総合医療センターの高橋 徹 血液内科
部長による「SFTS 診療のいま」、山口県環境保健
センターの調 恒明 所長による「SFTS の公衆衛
生」、国立感染症研究所の西條政幸 ウイルス第一
部長による「2013年 1月に日本で SFTS患者が確
認されてから 7年～これまで明らかにされたこ
と、これからの課題～」、山口大学共同獣医学部
の早坂大輔 教授による「動物における SFTS の現
状」、山口県獣医師会小動物臨床部会の白永伸行
部会長による「アンケートから見る開業動物病院
の SFTS に対する意識の実際」の講演 5題が行わ
れた。（今村）

６　広島県医師会との懇談会（12月 22 日）
　令和 2年度診療報酬改定の重点要望項目、地
域医療構想における公立 ･公的医療機関への取組
み状況の2題について意見交換を行った。（加藤）

７　保健所本部設置 ･運営訓練
｢柳井 ｣（12 月 13 日）
｢下関 ｣（12 月 23 日）

　保健所の災害対応力向上を目的として、県の災
害対策本部設置レベルの災害発生を想定した初動
体制の確立、被害状況の把握、支援チームの派遣
調整などの訓練が行われた。（前川）

理 事 会

報告事項
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８　第 1回山口県医療対策協議会医師配置調整
部会（12月 25 日）
　医師修学資金貸与者の令和 2年度配置方針に
ついて協議を行った。（河村会長）

９　中国地方社会保険医療協議会山口部会
（12月 25 日）

　医科の指定案件はなかった。（河村会長）

10　第 65 回中国地区学校保健研究協議大会実行
委員会設立総会 ･第 1回実行委員会（12月 26日）
　設立総会において実行委員会の会則及び委員並
びに大会役員を決定し、引き続き開催された第 1
回実行委員会において、大会の期日、特別講演の
講師の選定、予算等について協議した。（河村）

11　思春期グローイングハートプロジェクト事
業推進委員会（12月 26 日）
　事業概要の説明、本年度の心理教育プログラム
取組状況等の報告の後、プログラムの改善に向け
た意見交換を行った。（藤本）

12　個別指導「下関市」（12月 26 日）
　病院1機関について行われ、立ち会った。（伊藤）

13　山口県母子保健対策協議会新生児聴覚検査
専門委員会（12月 26 日）
　平成 30年度新生児聴覚検査実施状況、新生児
聴覚検査実施状況の推移、山口県手話言語条例の
制定等について報告があり、その後、「新生児聴
覚検査ハンドブック」の改訂、聴覚検査機器の購
入補助について協議を行った。（河村）

14　山口県母子保健対策協議会HTLV-1 母子感染
予防専門委員会（12月 26 日）
　妊婦健康診査におけるスクリーニング検査（PA
法）結果、HTLV-1 母子感染予防対策事業及び保
健所における無料抗体検査の実施状況について報

告があり、その後、確認検査の県への結果報告に
係る対応等について協議を行った。（河村）

15　地域医療構想調整会議 ･検討部会「周南」
（12月 26 日）

　医療機関ごとの対応方針、国が示す「具体的対
応方針の検証に向けた議論の整理」への対応につ
いての協議の後、県から「医師確保計画」及び「外
来医療計画」（素案）についての情報提供が行わ
れた。（前川）

16　広報委員会（1月 9日）
　会報主要記事掲載予定（2～ 4月号）、来年度
の県民公開講座の講師等について協議した。

（今村）

17　会員の入退会異動
　入会 2件、退会 8件、異動 6件。（1月 1日現
在会員数：1号1,257名、2号871名、3号470名、
合計 2,598 名）

1　定款検討委員会答申について
　令和元年 12 月 19 日に開催された標記委員会
に諮問した保険料の改定については、改定（案）
どおり引き上げることが、また、傷病手当金につ
いては、支給開始日を繰り上げる旨の答申が出さ
れたことから、2月 20日の第 2回通常組合会に、
規約の一部改正を議案として提出することが承認
された。

2　傷病手当金支給申請（2件）について
　2件について協議、承認。

理 事 会

医師国保理事会　－第 14回－

協議事項
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　医師に関する求人の申込を受理します。なお、医師以外に、看護師、放射線技師、栄養士、医療
技術者、理学療法士、作業療法士も取り扱います。最新情報は当会HPにてご確認願います。

（山口県医師会医師等無料職業紹介所）
ドクターバンク

自殺 病死 他殺 他過失 自過失 災害 その他 合計
Dec-19 13 205 0 0 17 0 13 248

死体検案数と死亡種別（令和元年 12月分）

死体検案数掲載について

13

205

自殺
0

0 17

0

13
病死

他殺

他過失

自過失

災害

その他

　問い合わせ先 : 山口県医師会医師等無料職業紹介所
　　　〒 753-0814　山口市吉敷下東 3-1-1
　　　　山口県医師会内ドクターバンク事務局
　　　　　TEL：083-922-2510　FAX：083-922-2527
                  E-mail：info@yamaguchi.med.or.jp
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　というわけで、2019 年のノーベル物理学賞は
3人が受賞した。そのうちの 2人、ミシェル・マ
イヨールとディディエ・ケローの業績は「太陽
と似た恒星の周りを公転する系外惑星の発見」で
あった※１。
　2020 年 1月「オリオン座が崩れる？ベテルギ
ウスに異変」（朝日新聞デジタル）という報道※２

があった。それによると、2019 年の秋から急
激に暗くなり、明るさが 1/3 ほどになっており、
アルマ望遠鏡の画像では一部が明るく、形が歪ん
でいる、とのことである。
　赤色超巨星のベテルギウスは約 800 万歳と生
まれたばかりだが、活動が激しいため、すでに
内部の燃料をほとんど使い果たしており、いつそ
の寿命が尽きてもおかしくない時期に来ているら
しい。その最後は超新星爆発となり、地球から約
642 光年の距離でもあり、日中にも肉眼で見え
るらしい。
　さて、もしベテルギウス近くに人類のような知
的生命体が存在する惑星系があれば、今や上へ下
への大騒ぎであることは想像に難くない。どこか
安全な惑星系へ避難できればよいが、それは一体
どこにあるのか？どうやって移動するのか？など
問題は山積である（すっかり SF 映画の世界であ
る）。地球への影響はというと、ベテルギウスの
超新星爆発によるガンマ線バーストの予測される
方向は地球の方向とは 20度ほどずれており、ガ
ンマ線が直撃する心配はないと言われているが、
確実ではないらしい。

　一方、われわれの太陽は超新星爆発を起こすこ
とはないらしいが、20 億年後には太陽の温度／
明度が上昇して地球から水が失われ、生命が存在
できる環境ではなくなるらしい。ベテルギウスに
比べれば時間的な余裕があるようだが、備えあれ
ば憂いなしである。そのときになってから慌てて
も遅い。「系外惑星の発見」は宇宙の進化を理解
するために重要なのは言うまでもないが、いざと
いう時に人類がどこへ逃げればよいかを探してお
くためにも重要である。

※ 1　 もう 1人は、「物理的宇宙論における数々
　の理論的発見」という業績でジェームズ・ピー
　ブルズが受賞した。３人あわせて「宇宙の進化
　と宇宙におけるこの地球の立ち位置に関する人
　類の理解への貢献」という業績である。
※ 2 　2010 年 1月 10 日の朝日新聞で「ベテル
　ギウスに爆発の兆候　大きさ急減、表面でこぼ
　こ」と報じられたことを飄々の題材としたこと
　がある。今回、ベテルギウスでは2匹目のドジョ
　ウである。

々飄
広 報 委 員

川野　豊一

地球脱出
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日医 '"9 ニュース
2019 年（令和元年） 12 月 17 日　2838 号
■　本体 0.47％増、働き方改革 0.08％増
■　“使用ガイド付き医薬品集”導入に反対
■　20年度与党税制改正大綱を正式決定
■　補正予算に災害復旧など 4.4 兆円
■　主治医との連携に ｢支援連絡カード ｣を
■　インフル定点報告数 9.52 まで増加

2019 年（令和元年） 12 月 20 日　2839 号
■　「満足するものでないが、一定の評価」
■　慢性頭痛は「医学管理料とは別に」
■　救急医療機関の評価をより充実へ

2019 年（令和元年） 12 月 24 日　2840 号
■　中間報告に懸念も、皆保険の理念堅持
■　初・再診料、外来診療料の引き上げを
■　妊婦加算、新たな枠組み・視点で検討へ
■　紹介先から紹介元への情報提供も評価

2019 年（令和元年） 12 月 27 日　2841 号
■　紹介状なし定額負担拡大に反対なし
■　医療情報化基金の活用法などを了承
■　かかりつけ医、地域リハにも貢献を
■　接種間隔改定案をおおむね了承

2020 年（令和 2年） 1 月 10 日　2842 号
■　「医療の在り方を方向付ける年」
■　学校保健のさらなる取り組みで宣言
■　鹿児島県の古江氏ら 5人が受賞
■　未払い賃金の遡及 ｢当分の間 ､３年間 ｣
■　中国の原因不明肺炎、拡大も見られず

2020 年（令和 2年） 1 月 17 日　2843 号
■　｢一般労働者との違いを考慮し議論を ｣
■　第三者承継支援、基本的考え方表明
■　診療報酬改定諮問、議論の整理案は了承
■　抗菌薬適正使用支援加算の要件見直し

2020 年（令和 2年） 1 月 21 日　2844 号
■　再検証対象病院から７病院を除外
■　約 20医療機関が再検証対象に追加
■　厚労省の提出予定法案は４本
■　「スケジュールありきではない」
■　新型コロナウイルス症例が初確認

2020 年（令和 2年） 1 月 24 日　2845 号
■　紹介状なし定額負担、一律対応に懸念
■　法令改正必要な業務 22項目を選定
■　医業承継支援体制、都道府県の半数強

2019 年（令和元年） 1 月 28 日　2846 号
■　新型肺炎の感染拡大を受け、協力要請
■　働き方改革など認識一致も要望に相違
■　各側が公聴会の意見を受け止め
■　改定影響把握へ、2020 年度調査を検討
■　咽頭結膜熱の報告数、「かなり多い」
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令和元年度 主治医意見書記載のための主治医研修会
　 

と　き　　令和２年 3月 14日（土）15：00～ 17：00
ところ　　山口県医師会 6階会議室

　開　会　15：00
　　　講　　演　15：00～ 16：00
　　　　　             介護保険制度について

　　山口県健康福祉部長寿社会課介護保険班主任主事　柏村　恵子
　　　特別講演　16：00～ 17：00
　　　　　             わかりやすい意見書の書き方

　　　　　　　　　（医）陽光会光中央病院院長　丸岩　昌文
　閉　会　17：00　

取得単位
　日本医師会生涯教育制度　 2 単位
　　講　　演　CC   6（医療制度と法律）：1単位
　　特別講演　CC 29（認知能の障害）　：1単位

令和元年度 山口県医師会男女共同参画部会総会・講演会

と　き　 　令和２年 3月 15日（日）　14：00～
ところ　 　山口県医師会６階会議室

　14：00　令和元年度総会

　14：30　特別講演
　　　 　　　「ぐうですぐう」にいたるまで
　　　　　　　　　　―多彩で多才な人たちの共生を考える―　
                         　　　　　　　　（医）テレサ会 西川医院副院長／

　　特定非営利活動法人ぐうですぐう理事長　西川　浩子

　15：50　特別企画シンポジウム　
　　　　　　  新専門医制度に対する期待と不安
　　　　　　　　  ～女性専攻医・女性研修医・女子医学生の立場から

※　託児室あり（要事前予約　2/28 まで）
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公益財団法人産業医学振興財団からのお知らせ
～産業医学調査研究助成事業助成希望者募集について～

　産業医学振興財団では、産業医学の振興と職場で働く人々の健康確保に資することを目
的に、産業医学調査研究助成事業として、職場で働く人々の健康の保持や産業医活動の推
進等に関する調査研究に対する助成を行っております。このたび、令和 2年度の産業医
学調査研究助成事業で助成を希望される研究者を募集（募集期間：～令和 2年 2月末日）
します。

　詳細は財団ホームページ（ http://www.zsisz.or.jp/ ）をご覧ください。
　　　　　　　　　　　            
連絡先　公益財団法人産業医学振興財団　振興課（産業医学調査研究助成担当）
　　　　　　　〒 101-0048　東京都千代田区神田司町 2-2-11　新倉ビル 3F
　　　　　　　TEL：03-3525-8294（直通）　　
　　　　　　　FAX：03-5209-1020

第 51回日本消化器がん検診学会「中国四国地方会」

と　　　き　　令和 2年 11月 28日（土）・29日（日）
と　こ　ろ　　山口県総合保健会館
　　　　　　　　〒 753-0814　山口市吉敷下東 3-1-1
学会事務局　　医療法人聖比留会セントヒル病院消化器内科　TEL：0836-51-5111
学　会　長　　医療法人聖比留会セントヒル病院消化器内科主任部長　檜垣真吾
　　　　　　　　　https://jsgcs-chushi.jimdofree.com/

※プログラムは追って掲載します。
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第 84回山口県消化器がん検診講習会

と　き　　令和 2年 3月 7日（土）　15：00～ 17：00
ところ　　山口県医師会 6 階 大会議室

司会　山口県消化器がん検診研究会副会長　清水　建策
　開　会　15：00

　　　特別講演Ⅰ　15：00～ 16：00
        　　　　　　　　座長　山口県消化器がん検診研究会幹事　帆足　誠司

　　　　内視鏡切除可能な早期食道癌の内視鏡診断
　　　　　　　　　小倉記念病院副院長　消化器内科主任部長　吉田　智治

　　　
　　　特別講演Ⅱ　16：00～ 17：00
　　　　　　　　　　　 座長　山口県消化器がん検診研究会会長　三浦　　修
　　　　早期大腸癌の拡大内視鏡診断

　　　　　　　　久留米大学病院消化器病センター　鶴田　　修

　閉　会　17：00

受  講  料　　山口県消化器がん検診研究会員は無料
　　　　　　非会員は医師：2,000 円　医師以外：1,000 円

取得単位　　日本医師会生涯教育制度　2単位
　　　      　　 特別講演Ⅰ　CC53（腹　　痛）：1単位
　　　　　　　特別講演Ⅱ　CC54（便通異常）：1単位
　　　　　　日本消化器がん検診学会認定医更新単位　3点

問い合わせ先　　山口県消化器がん検診研究会（山口県医師会内）
　　　　　　　　　TEL：083-922-2510

※参加申込は不要です。
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謹 弔

次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。

加　来　節　雄　 氏　　山口市医師会　　11月 19日　　享　年　91

筒　井　秀　樹　 氏　　下関市医師会　　12月 13日　　享　年　65

中　辻　理　子　 氏　　下関市医師会　　12月 21日　　享　年　72

永　谷　　　忠　 氏　　宇部市医師会　　  1 月 16 日　　享　年　93

津　田　　　穣　 氏　　徳　山医師会　　  1 月 20 日　　享　年　95

福　田　敏　一　 氏　　防　府医師会　　  1 月 25 日　　享　年　99

尾　縣　寛　明　 氏　　山陽小野田医師会　　  1 月 26 日　　享　年　93

久　　　和　孝　 氏　　山口市医師会　　  1 月 26 日　　享　年　64

編集
後記

「断捨離」、　ご存知ですね。「断」は入ってくるいらないものを断つ。「捨」は、家にずっとある
いらないものを捨てる。「離」は物への執着から離れる。私、最近は「捨」に励んでいます。そし
て出てきたとんでもない量の不用品の山を前にすると、十年前、二十年前の自分に悔い改めろと
言ってやりたい。家族構成が大きく変わった今、生活用品の分別に迷いはない。洋服は、サイズ（大
きな理由）、流行があるので手放すしかない。処分に困るのは、本。若者と違い、私には、本は情
報ではなく、一緒に過ごした時間。高価なものはないけれど捨てるに忍びないし、近所の古本屋は
漫画と実用本やベストセラー以外は引き受けてくれない。しかし、このまま置いておけば、いずれ
わが豚児どもは情け容赦なく廃棄してしまうに違いない。その前に地震でも来た日には高さ２ｍの
作り付けの本棚から降ってくる本は、凶器になるだろうし。と、数年来、本の行先に頭を悩ませて
いましたが、ある時、天啓が。そうだ、患者さんに連れて帰ってもらおう。グッドアイデア。「ご
自由にお持ち帰りください」とマジックで書いた小ぶりの段ボールに単行本・文庫本を詰めてクリ
ニックのエントランスに置きました。マッチング？は予想以上に順調で、一か月に 10～ 20 冊の
本が旅立っていきます。始めは、自分の読んできたものを人様にお見せすることに若干抵抗があり
ましたが、前後上下４段乱雑に詰め込まれていた本棚がすっきりしてくるのは爽快で、残った本た
ちも快適そうです。それに旅に出す本を選んでいると、この頃とみに怪しくなってきた頭の中が少
しは整理できる気がします。この調子で本棚のスペースが増えたら、以前から欲しかったあの全集、
全○○巻を思い切って買おうかしらなどと考えるのも楽しみ。まだ「断」と「離」は無理みたいで
す。

（理事　長谷川　奈津江）
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